
５
月
に
行
わ
れ
た
町

長
選
挙
で
笠
原
町
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
住

民
要
望
実
現
と
町
政
の

チ
エ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
く
立
場
で
、
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
の
町

政
運
営
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
聞
き
ま
し
た
。

よ
り
困
難
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
達
が
窓
口

払
い
廃
止
の
対
象
外
で

す
。
是
正
を
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
！

―
柳
田
議
員

３
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓

口
払
い
は
７
月
か
ら
廃
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

重
度
心
身
障
が
い
児
医
療
費
に

つ
い
て
は
対
象
外
で
し
た
。

今
議
会
で
、
「
両
医
療
に
つ

い
て
も
中
学
３
年
生
以
下
の
方

は
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

証
を
協
定
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て

頂
く
こ
と

で
窓
口
払

い
の
必
要

が
な
く
な

り
ま
す
。
」

と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
体
間
の

不
公
平
が
是
正

障
が
い
者
の
地
域

生
活
支
援
事
業
は
各

町
村
が
行
う
事
業
で

す
。
同
じ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
て
も
自

治
体
に
よ
っ
て
非
課

税
世
帯
の
利
用
者
負

担
が
違
う
こ
と
は
不

公
平
で
は
な
い
か
と

指
摘
（
町
は
有
料
）
。

町
は
今
議
会
で
、

非
課
税
世
帯
は
原
則

無
料
と
す
る
方
向
で
、

要
項
を
整
え
実
施
す

る
と
約
束
し
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
22
日
〜
７
月
2

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
は
13
件
。
日
本
共

産
党
は
、
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
扶
養
控
除
の
廃
止
・
縮

小
を
含
む
「
小
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
反

対
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
８
人
が
行
い
ま
し
た
。

柳田議員の質問に
ひとり親家庭医療と重度障がい児医療の窓口払いも不要と回答

税
条
例
改
正
で

２
４
０
０
世
帯
が

大
増
税

税
条
例
の
改
正
が

行
わ
れ
、
年
少
扶
養

控
除
（
０
歳
か
ら
15

歳
）
が
廃
止
、
特
定

扶
養
控
除
（
16
歳
〜

18
歳
）
の
上
乗
せ
分

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
は
大
増

税
と
な
り
ま
す
。

小
川
町
で
対
象
に

な
る
世
帯
は
お
よ
そ

２
４
０
０
世
帯
。
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の

子
を
持
つ
家
庭
は
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
所
得
税
が

３
万
８
千
円
、
住
民
税
が
３
万

３
千
円
、
計
７
万
１
千
円×

人

数
分
。
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

子
を
持
つ
家
庭
は
、
子
ど
も
一

人
当
た
り
所
得
税
２
万
５
千
円
、

住
民
税
１
万
２
千
円
、
計
３
万

７
千
円×

人
数
分
が
増
税
と
な

り
ま
す
。

他
の
制
度
に
も

雪
だ
る
ま
式
に
影
響
が

23
項
目
に
わ
た
り
、
他
の
制

度
へ
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
金
や
保
育
料
、

特
に
保
育
料
は
所
得
で
７
段
階

に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
大
幅

値
上
げ
の
家
庭
が
出
て
き
ま
す
。

一
方
、
子
ど
も
手
当
は
、
来

年
度
の
満
額
支
給
は
断
念
さ
れ
、

上
乗
せ
分
が
現
金
支
給
と
な
る

の
か
現
物
支
給
と
な
る
の
か
も

不
透
明
で
す
。
し
か
し
、
決
定

事
項
と
し
て
来
年
度
は
所
得
税
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
は
住
民
税

が
増
税
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
増
は
公
約
違
反
と
討

論
の
上
、
反
対
し
ま
し
た
。

育
児
・
介
護
法
改
正

を
受
け
条
例
が
改
正

―
男
性
も
積
極
的
に
育
児
参
加
を

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
妻
が
働

い
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
父
親
が
希
望

す
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
育
児

休
業
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
男
性

の
育
児
休
業
取
得
率
は
わ
ず
か

１
．
２
３
％
。
男
性
も
積
極
的

に
育
児
に
か
か
わ
り
、
子
ど
も

の
成
長
を

共
に
見
守

り
ま
し
ょ

う
。

№４５１ ６月議会報告

６
月
議
会
に
は

た
く
さ
ん
の
傍

聴
が
あ
り
ま
し

た
。
「
初
め
て
傍

聴
し
た
。
」
と
言
う

方
に
感
想
を
伺
っ
た
ら
「
町
の
こ
と
を

も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
ね
。
傍
聴
に

行
く
こ
と
で
、
議
員
さ
ん
も
執
行
部

も
、
よ
り
緊
張
感
の
あ
る
議
会
に
な

る
の
で
は
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
の
議
会
は
９
月
１
日
開
会
予
定

す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で
下
さ
い
！

（
柳
田
た
え
こ
）

補
正
予
算
で
、
小

川
小
学
校
耐
震
設
計

委
託
料
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
中

に
設
計
が
終
わ
り
、

順
調
に
い
け
ば
平
成

25
年
度
に
耐
震
工
事

が
す
べ
て
終
了
す
る

予
定
で
す
。



今
議
会
で
は
「
子
育

て
を
支
援
、
高
齢
者
・

障
害
者
の
福
祉
に
力

を
そ
そ
ぐ
」
と
す
る
町

長
の
公
約
を
ど
う
具

体
化
す
る
の

か
２
項
目

８
点
に
つ

い
て
質
し

ま
し
た
。

・

福
祉
３

医
療
の
窓
口

払
い
廃
止
の
状
況

と
町
の
対
応
（
お
も

て
面
参
照
）

・
障
が
い
者
地
域
生

活
支
援
事
業
の
利
用

者
負
担
（
お
も
て
面

参
照
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
救
え
る

命
を
救
っ
て

―
子
宮
頸
が
ん
、
肺
炎
球
菌
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
町
独
自
助

成
を

・
病
児
・
病
後
児

保
育
、
休
日
保

育
の
具
体
化

は・
デ
マ
ン

ド
バ
ス
運

行

の

検

討

状
況

・
環
境
基
本
計

画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
展
開
は

・
学
校
施
設
を
含
む
こ
れ
か

ら
の
町
施
設
耐
震
化
計
画

・
財
政
の
透
明
化
と
説
明
責

任
を
果
た
す
必
要
は

予
防
効
果
は
認
め
ま

す
が
、国
か
ら
資
金
面
で

あ
る
程
度
の
継
続
性
が
約
束

さ
れ
な
け
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
む
ず
か
し
い
。
国
の
動
向

を
見
て
対
応
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
町

独
自
助
成
を
。

問

病
児
・
病
後
児
保

育
の
実
施
は
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も

要
望
が
高
い
。

平
成
26
年
度
ま
で
に

と
言
わ
ず
前
倒
し
で

進
め
る
べ
き
。
合
わ
せ

て
休
日
保
育
も
促
進

す
べ
き
で
は
。

病
児
・病
後
児
保
育

に
つ
い
て
は
出
来
る

だ
け
早
く
実
施
し
て
い
き

た
い
。休
日
保
育
は
今
後

実
施
個
所
、
実
施
時
期

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
民
グ
ル
ー
プ

と
担
当
課
と
共

同
で
毎
年
、
春
・

秋
に
河
川
観
察
会

が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
エ
コ
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
達
を
始

め
多
く
の
町
民
が

参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る

槻
川
再
生
事
業
と

共
に
水
辺
へ
の
住

民
の
関
心
も
高
ま

る
と
思
わ
れ
る
が

今
後
の
展
開
は
。

町
民
主
導
に
よ
る

計
画
で
す
。ア
ク
シ
ョ

ン
が
あ
れ
ば
可
能
な
限

り
関
係
機
関
と
調
整
し

支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問答

役
場
庁
舎
は
診
断

が
終
わ
り
、
部
分
改

修
が
必
要
で
す
。
早
急
に

町
民
会
館
の
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す
。西
中
は
改
築
を

考
え
、
地
元
や
様
々
な
所

と
連
携
を
図
り
良
い
方
向

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

庁
内
検
討
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現

在
の
検
討
状
況
と
、

さ
ら
な
る
促
進
は
。

問
「
髄
膜
炎
」
と
い
う
小
さ
な
子

ど
も
（
生
後
３
カ
月
〜
２
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
発
症
が
多
い
）
が

か
か
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ブ
と
肺
炎
球
菌
が
引
き
起

こ
す
細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
治
療

が
遅
れ
る
と
知
的
な
障
害
や
、

手
足
の
ま
ひ
な
ど
の
後
遺
症
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
８
割
が
防
げ
る
と
言
わ
れ
、

国
も
最
優
先
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
国
の
定
期
接
種
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
自
費
で
は
高
額
で
出
来
な

い
家
庭
も
。
「
ワ
ク
チ
ン
で
助
か
る

命
を
救
っ
て
」
と
子
育
て
支
援
と
し

て
町
独
自
の
助
成
を
求
め
ま
し
た
。

どんな水生昆虫が住んでる？河川観察会の様子

問

答 本
来
子
ど
も
が
具
合
が
悪
い
時
に

は
親
が
し
っ
か
り
と
休
み
を
取
る

こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
実
は
・
・

少
し
で
も
親
の
負
担
、
子
の
負
担

軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
な

ど
積
極
的
に
住
民
に

公
開
し
、財
政
の
透
明

化
を
進
め
、

説
明
責
任

を
果
た
す

こ
と
は
。

問

予
算
・決
算
の
状
況
と

中
間
年
度
の
財
政
状

況
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

公
表
を
広
報
に
掲
載
し
て

お
り
透
明
度
は
図
ら
れ
町

民
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

旧騎西町の
デマンドバス

答 答

答

今
年
度
末
ま
で
に
、町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

既
存
バ
ス
路
線
、タ
ク
シ
ー
、

福
祉
有
償
運
送
へ
の
影
響

を
研
究
し
ま
す
。「デ
マ
ン
ド
」

に
こ
だ
わ
ら
ず
高
齢
者
の
方

の
有
効
な
交
通
手
段
で
、
財

政
効
率
を
高
め
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
方
向

性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

町
所
有
施
設
の
耐

震
化
は
。
耐
力
度

調
査
で
要
改
築
と
診

断
さ
れ
て
い
る
西
中

学
校
は
今
後
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。

問




